
技術・家庭科 遠隔学習指導 実践報告 

 

１．学年と題材  家庭分野 3 年「幼児の生活と家族」 

 

２．教材について 

本校技術・家庭科では、休校期間や遠隔授業の学習内容を検討するにあたり、生徒が自らの学習を調

整する姿を見とることができることを念頭に置いて年間指導計画を見直し、授業づくりに取り組んだ。 

家庭分野では、「児童生徒同士が近距離で活動する調理実習」は、文部科学省「学校における新型コ

ロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～(2020.8.6 Ver.3)」の第

３章 具体的な活動場面ごとの感染症予防対策について、各教科における「感染症対策を講じてもなお

感染のリスクが高い学習活動」の中でも特にリスクの高い活動として挙げられている。調理実習も被服

製作も家庭で取り組むことができる学習活動ではあるが、一人一人が見ていたり、考えていたりしてい

るだけでは気付きにくい視点を他者の意見で調整することができ、相手意識のある探究的な学習活動と

捉え、被服製作や調理実習は学校で実施する方針で配当授業時数や実施時期を調整した。 

 ここでは、遠隔授業期間に家庭分野で取り組んだ３学年の「幼児の生活と家族」の学習内容について

取り上げる。１学期に「幼児の生活と家族」の学習内容のうち、３時間の遠隔授業と分散登校期間に１

時間の対面授業を実施し、状況を見ながらではあるが幼児との触れ合いを視野に入れた知識・技能の習

得につながる学習活動を展開した。 

 

３．本題材の目標／評価規準（評価の総括に向けた記録の有無） 

（1）本題材の目標 

・自分の幼い頃を振り返り、周囲の人との関わりに気付く。 

・幼児の体や心の発達の特徴や生活習慣について理解できる。 

・幼児にとっての遊びに意義について理解できる。 

（2）本題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

幼児の発達と生活の特徴が

分かり、子供が育つ環境と

しての家族の役割について

理解している。（記録） 

  

 

４．生徒の学習の実際 

（１）授業展開 

表１に示したように、「幼児の生活と家族」の学習内容のうち、３時間の遠隔授業と分散登校期間に

１時間の対面授業を実施した。遠隔授業期間は、幼い頃を振り返る活動を取り入れるよう工夫した。 

表１ 学習内容と教材 

 学習内容 教材 

１ 
遠隔 
授業 

幼い頃を振り返ろう 
幼児の体の発達について考えよう 

［動画］幼児の体の発達 
［アンケート］好きだった遊びは？ 
［アンケート］活動の確認（本時の振り返り） 



２ 
遠隔 
授業 

幼児の遊びを知ろう 

［動画］遊びと発達の関係 
［ノート］みんなが好きだった遊び 
［ノート］どんな力が育つかな？ 
［アンケート］やってみた！ 
［アンケート］活動の確認（本時の振り返り） 

３ 
遠隔 
授業 

幼児の生活習慣の習得について考えよう ［動画］生活習慣を身につける 
［アンケート］活動の確認（本時の振り返り） 

４ 
対面 
授業 

幼児の心の発達について考えよう  

 

（２）授業づくりの工夫と生徒の様子 

①教材の工夫 

図１は、第２回の遠隔授業の Moodle 上の提示画面である。授業の際は、普段の授業と同様に教科書・

ノート・ワークシートを用意して取り組ませた。

表１の教材に示したように、［動画］［アンケー

ト］［ノート］を用意した。 

［動画］は、普段の授業ではプロジェクタで

提示しているスライドにいつも通り授業をして

いる内容を録音したものを動画形式で保存した

ものであり、この［動画］を中心に授業を展開

した。生徒が視聴しやすいよう、１本の動画の

内容や長さを調整した。動画形式で保存したス

ライドを作成する際には、生徒に見てもらいた

い Moodle や教科書の内容、ワークシートやノー

トに記入するタイミングや内容についての解説

を加え、生徒が授業に取り組みやすくなるよう

心がけた。 

幼児と中学生の身長や体型の違を学習する場面の中では、幼

児が椅子に座っている時に中学生が立ったままだと幼児からど

のように見えるのかを図２に示したアニメーション付きのスラ

イドを用いて考えさせた。教科書の図に、フリー素材の目の画

像と２色の矢印をアニメーション機能を使って加えただけのス

ライドだが、生徒からは「想像していた以上に見上げなくては

ならないことが分かった。」「実際に幼児と触れ合う時には幼児

の目線に合わせられるよう気をつけようと思う。」等の気付き

があった。自宅で授業を受けながら、幼児になったつもりで

考えた様子が伺えた。 

図３は、毎回動画の最後に提示した板書の一例である。動画の内容やワークシートを使いながら自分

なりに工夫をしてノートを整理することができる生徒もいる一方で、学習の要点を整理することが難し

い生徒もいることが予想された。そこで、学校の授業であれば板書するであろう最低限の内容を動画の

最後に提示することにした。学習の要点を整理することが難しい生徒にとっては学習を進める重要な役

図１ 第２回の遠隔授業の Moodle 画面＊1 

図２［動画］幼児の身体の発達＊1 



割となり、自分なりに理解を深めていくことができる生徒は、自分が理

解した内容の確認として活用していた様子が伺えた。 

学習に関連するWebサイト等の情報をMoodleのノート機能を使って

まとめ、生徒の取り組みの様子を Moodle のアンケート機能で集約した。

あらかじめ配布したワークシートが見当たらない生徒のために、PDF

形式で保存したワークシートも提示した。 

②生徒同士の意見の共有 

 第１回の授業で、幼い頃の振り返りに取り組んだ後、生徒が幼児期に好きだった遊びを Moodle のア

ンケート機能で回答を求めた。図４に生徒が実際に入力した「［アンケート］好きだった遊びは？」の

画面を示した。 

 第１回の授業を受け、第２回の授業では遊びによ

って育つ力を考える探究的な課題解決場面を設定

した。対面授業では、小さな頃好きだった遊びをグ

ループごとにその場で共有した後、遊びと発達の関

係と関連付けて遊びによって育つ力について考え

させている。各グループで考えたことは、ホワイト

ボード等を用いて視覚的に整理させ、グループごと

に話し合った内容を共有させている。グループ活動

を行って幼い頃の経験を共有することで、幼い頃の

ことを思い出すきっかけになる生徒もいれば、友達

の経験から遊びによって育つ力について考える生

徒もいる。そこで、遠隔授業においても、遊びによ

って育つ力について考える学習活動の展開は変え

ず、動画やノートを活用して生徒同士が経験を共

有できる場面を設けることにした。 

第１回の授業の「［アンケート］好きだった遊びは？」の回答を図６、図７に示したようにテキスト

マイニング（AI テキストマイニング：User Local）で簡易分析した結果等を活用して「［動画］遊びと発

達の関係」の中で解説した。また、お互いの回答は「［ノート］みんなが好きだった遊び（図８）」でも

確認できるようにした。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 学年のみんなが好きだった遊びを見て、自分が思い出した遊びの他にもいろいろな遊びがあったこと

を振り返り、遊びによって育つ力について考えを深めることができたようである。 

図８［ノート］みんなが好きだった遊び＊1 

図６［アンケート］好きだった遊びは？ 
  の回答（テキストマイニング）①＊1 
 

図７［アンケート］好きだった遊びは？ 
  の回答（テキストマイニング）②＊1 

図５ 遊びによって育つ力を考えよう＊1 

図４［アンケート］好きだった遊びは？の画面＊1 

図３［動画］板書例の場面＊1 



 

５．生徒の学習効果と展望 

「幼児の生活と家族」の授業を遠隔授業の題材として設定した理由の一つに、生徒が家族に自分が幼

い時の様子を聞く機会になるのではということがあった。例年、機会があれば家族の方にも聞いてみよ

うと問いかけてみるものの、忙しい毎日の中ではなかなか機会を作ることが難しい生徒も多いようでし

たが、今回は家族の方に聞くことができた生徒も多く、自分の様子を振り返りながら考えを深めること

ができたようである。 

生徒同士が意見を共有する場面を設けた遊びによって育つ力を考える取り組みでは、自分だけではな

く友だちの様子も含めて幼児期の様子を振り返りながら、遊びによって育つ力について考えを深めるこ

とがワークシートの記述やノートの内容等から伺うことができた。また、定期試験の際の解答において

も、自分なりの考えを記述することができている生徒が多く見られた。 

 
 

遠隔授業後の生徒アンケートにもあるように、生徒は生徒同士が意見や考えを共有する場面設定につ

いては学習効果につながっている認識が低いようである。しかし、生徒が取り組んだ学習内容からは、

やはり生徒同士が意見や考えを共有したことによる学習効果を感じ取ることができる。 

家庭科の授業では、持続可能な社会を実現に向けてよりよい生活を工夫し創造する資質・能力を育成

するため、日々の授業で生活の営みに係る見方・考え方を実践的・体験的な活動による探究的な学習活

動に取り組んでいる。よりよい生活を目指して生活の中から課題を見つけ実践を通して解決し、解決し

たことを生活に生かしていく探究的な課題解決の学習過程を繰り返している。生徒が生活の中から課題

を見つけるチャンスが多い在宅による遠隔授業だからこそ、生徒がそのチャンスをつかめるような工夫

をしながら、生徒が学習を自分事として捉え、探究的な視点で生活を見つめられる授業を展開していき

たい。 

 

引用 
＊1 お茶の水女子大学附属学校園で使用している Moodle 画面から引用 

図９ 遊びによって育つ力を考えようの記述例 


